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県

十

津

川

村

林
業
で
地
方
創
生

〜
日
本
一
広
い
村
の
ゼ
ロ
か
ら
の
林
業
再
生
〜

世界遺産
「熊野参詣道小辺路」が通る果無集落2016.2 No.1073



　
「
十
津
川
郷
と
は
、
い
ま
の
奈
良
県
吉
野
郡
の
奥
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
広
大
な
山
岳
地
帯
で
、
十
津
川
と
い
う
渓
流
が

岩
を
噛
む
よ
う
に
し
て
紀
州
熊
野
に
む
か
っ
て
流
れ
、
平
坦

地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
秘
境
と
い
う
人
文
・
自
然
地
理
の
概

念
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
あ
て
は
ま
る
地
理
は
日
本
で
も
ま
ず
少

な
い
と
い
っ
て
い
い
」（「
街
道
を
ゆ
く　

十
津
川
街
道
」（
司
馬

遼
太
郎
）よ
り
抜
粋
）

　

十
津
川
村
は
、
奈
良
県
の
最
南
端
、
紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
村
と
し
て
は
日
本
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

面
積
は
約
6
万
7
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
奈
良
県
の
約
５
分
の
１

を
占
め
、
そ
の
96
％
と
い
う
広
大
な
森
林
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
、
世
界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」の

「
熊
野
参
詣
道
小
辺
路（
こ
へ
ち
）」と「
大
峯
奥
駈
道（
お
お
み

ね
お
く
が
け
み
ち
）」 

が
通
っ
て
い
ま
す
。

「
秘
境
」十
津
川
村

　

村
内
の
素
材
生
産
量
は
、
昭
和
35
年
に
は
25
万
立
米
を
誇

り
、
林
業
で
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
22
年
に

は
村
内
林
業
事
業
体
に
よ
る
素
材
生
産
は
村
有
林
の
皆
伐
３

千
立
米
の
み
。
私
有
林
は「
ゼ
ロ
」。
１
次
産
業
は
、
ま
さ
に

「
風
前
の
灯
火
」と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
23
年
９
月
、
紀
伊
半
島
大
水
害
が
我
が
村

を
襲
い
ま
し
た
。
村
に
来
襲
し
た
台
風
12
号
は
、
奇
し
く
も

明
治
22
年
の
大
水
害
で
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

に
類
似
す
る
進
路
・
速
度
で
、
５
日
間
で
１
３
５
８
㍉
の
豪

「
ゼ
ロ
」か
ら
林
業
再
生
の

ス
タ
ー
ト

　南北朝時代、関ヶ原の戦い、大阪
冬の陣、夏の陣、幕末と、国の転機
には、必ずといっていいほど「十津
川」の名がでてきます。
　幕末、「十津川郷士」と呼ばれる郷
民は、京都御所の警護を申し出て、

「親兵」として活動しました。約200
人が半年ごとに京都に常駐し、京都
御所の護衛に勤めていました。御所を護る郷士の旗印は「○十」でしたが、「◇十（菱十）」
にするよう朝廷より御沙汰をいただき、以降、「◇十（菱十）」が村章となっています。
 　また、明治22年（1889）大水害の為分村移住した北海道新十津川町のシンボルマー
クも、十津川村と全く同じ菱十印です。

村章「菱十印」の由来
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死
者
７
名
、
行
方
不
明
者
６
名
、

山
地
崩
壊
箇
所
は
75
箇
所
２
６
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
ま
し

た
。

　

こ
の
災
害
を
契
機
と
し
て
、「
山
に
寄
り
添
い
暮
ら
す
我
々

が
、
山
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は「
使
命
」で
あ
り
、「
責
任
」で

あ
る
」と
の
思
い
か
ら
本
格
的
な
林
業
再
生
を
決
意
。
ま
さ
に

「
ゼ
ロ
」か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

平谷地区（十津川温泉）を望む

森林組合木材加工流通センターを御視察される森山農林水産大臣
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山
村
の
地
方
創
生

　

山
村
の
地
方
創
生
は
、
や
は
り
豊
富
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
資
源
を
、
伐
っ
て
、
売
る
、
植
え
る
、
育
て
る
と
い
う
１

次
産
業
の
サ
イ
ク
ル
再
生
に
よ
っ
て
、
村
に「
雇
用
」と「
所
得
」

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
王
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

し
か
し
、
１
次
産
業
が
一
度「
壊
滅
的
な
状
況
」と
な
っ
た

十
津
川
村
は
、
林
業
の
再
生
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て「
１
次

産
業
だ
け
し
か
知
ら
な
い
村
の
ま
ま
で
は
、
ま
た
、
同
じ
結

果
に
な
る
」と
考
え
ま
し
た
。
林
業
が
隆
盛
を
誇
っ
た
時
代
に

は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
木
材
を
供
給
す
る
と
い
う
視

点
が
欠
け
て
い
た
と
い
う
反
省
か
ら
、「
林
業
６
次
産
業
化
」

を
掲
げ
、
再
出
発
し
ま
し
た
。

十
津
川
材
の
流
通
に
向
け
て

　

６
次
産
業
化
の
た
め
に
不
可
欠
と
な
る
、村
内
で
の
製
材
、

乾
燥
、加
工
、流
通
の
一
貫
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、木
材
加
工

流
通
セ
ン
タ
ー
を
平
成
24
年
３
月
に
整
備
し
ま
し
た
。製
材
、

乾
燥
、加
工
、仕
上
げ
の
工
程
に
加
え
、グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
シ

ン
を
導
入
。含
水
率
と
強
度
を
測
定
・
印
字
し
、地
域
認
証
材
と

し
て
製
品
の
品
質
を
保
証
し
、木
材
の
高
付
加
価
値
化
と
十

津
川
林
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
併
設
し
、村
内
の
各
施
業
地
か

ら
搬
出
さ
れ
る
間
伐
材
を
集
荷
し
、寸
検
・
仕
分
け
し
、用
途
に

応
じ
た
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
、素
材
生
産
量

を
増
や
し
な
が
ら
、よ
り
山
側
に
近
い「
山
土
場
」か
ら
販
売
先

　平成25年から、十津川産スギを原材料とした高性能断
熱材（ウッドファイバー）を製造・販売しています。
　村内の村営住宅で使用しているほか、森林組合の連携工
務店でも標準で使用いただいています。
※「株式会社　木の繊維」（北海道）とのOEM生産。
　また、ドイツのパッシブ基準
で建設した木造省エネモデルハ
ウス「木灯館(ことぼしかん)」（奈
良県橿原市）では、ウッドファイ
バーの性能を体感いただけます。

省エネ住宅への取組
　高断熱性・高気密性など省エネ性能
の高い住宅に関しても、早くから研究
を続けています。

～木質断熱材～

へ
の
直
送
体
制
を
目
指
し
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

消
費
者
の
声
が
届
く
仕
組
み

　

製
材
品
は
、
直
接
、
連
携
工
務
店
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
が
中
心
に
、
奈
良
・
大
阪
の
連
携
工
務
店
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
過
去
５
年
間
で
１
５
０
棟
を
超
え
る

新
築
住
宅
へ
製
品
を
直
接
販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
製
材
所
の
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

取
引
単
価
が
高
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
経
営
が

取
引
工
務
店
の
受
注
状
況
に
常
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
デ
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
連
携
工
務
店
や
御
施
主
の
皆
様
か
ら
製
品
の
評

価
や
ク
レ
ー
ム
を
直
接
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
村
ま

で
届
か
な
か
っ
た
消
費
者
の
声
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
村
の
1
次
産
業
へ
の
思

い
を
込
め
て
、
製
品
を
直
接
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
工
務
店

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ＳＤ（含水率）：20％以下
Ｅ（ヤング係数・強度）：110以上

森林組合木材加工流通センターを御視察される森山農林水産大臣
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人
材
不
足
を
補
完
す
る

企
業
と
タ
ッ
グ
で「
専
門
知
識
」を
補
う

　

１
次
産
業
が
衰
退
し
た
村
で
、
林
業
を
再
生
す
る
に
は
、

ま
ず
、「
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
不
足
」と
、「
山
か
ら
木
を

伐
り
出
す
技
術
を
持
っ
た
人
材
不
足
」の
両
方
の
課
題
に
直
面

し
ま
し
た
。

　

村
で
は「
専
門
知
識
」を
補
い
な
が
ら
、
取
組
を
加
速
化
す

る
た
め
、
平
成
23
年
か
ら
住
友
林
業（
株
）山
林
部
と
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
住
友

林
業（
株
）技
術
者
１
名
が
、
役
場
へ
半
常
駐
す
る
形
で
、
山

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
業
務
の
支
援
を
い
た
だ
き
、「
基
本

計
画
の
策
定
」、「
境
界
明
確
化
」、「
所
有
者
の
合
意
形
成
」、

「
村
独
自
の
路
網
づ
く
り
」な
ど
の
業
務
に
、
役
場
職
員
と
一

緒
に
汗
を
か
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
役
場

職
員
が
早
期
に
習
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
技
術
者
も
う
１
名
が
森
林
組
合
に
半
常
駐
し
、
森

林
組
合
の
木
材
加
工
流
通
セ
ン
タ
ー
の
経
営
改
善
、
村
独
自
の

路
網
開
設
技
術
支
援
な
ど
、
村
の
課
題
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

対
応
し
た
支
援
に
よ
り
、
取
組
を
加
速
化
し
て
い
ま
す
。

「
架
線
技
術
者
」の
確
保
・
育
成

　

村
の
集
材
シ
ス
テ
ム
は
、
架
線
集
材
が
メ
イ
ン
で
す
。
豊

富
な
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
架
線

技
術
者
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。
森
林
組
合
に
は
、
直
営
の

作
業
班
が
な
い
た
め
、
村
内
林
業
事
業
体
に
技
術
者
を
育
成

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、
造
林
公
共
の
補
助
要
件
の
見
直
し
を
契
機
と

し
て
、
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
架
線
技
術
者
が
育
成
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
村
外
か
ら
架
線
技
術
者
を
雇
い
入
れ
、
即
戦
力

と
し
て
、
事
業
を
加
速
化
す
る
パ
タ
ー
ン
。

　

も
う
１
つ
は
、
村
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
村
内
で

現
役
を
退
い
た
架
線
技
術
者
に
研
修
講
師
を
お
願
い
し
、
若

手
へ
実
践
指
導
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

「
林
業
機
械
」整
備
を
加
速
化

　

事
業
体
が
新
た
に
素
材
生
産
に
着
手
す
る
場
合
、「
ゼ
ロ
」

か
ら
集
材
機
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
小
出
し
用
の

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
道
づ
く
り
に
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
が

必
要
と
な
り
、
そ
の
投
資
額
は
大
き
く
、
ま
た
認
定
事
業
体

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
事
業
体
は
、
国
庫
補
助
の
活
用

が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
村
単
独
で
事
業
体
の
林

業
機
械
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
に
３
分
の

２
の
助
成
を
行
い
、
機
械
整
備
を
加
速

化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
と
、
事
業
体
の
尽

力
に
よ
り
、
木
材
を
搬
出
で
き
る
村
内

事
業
体
は
、
２
社
か
ら
７
社
へ
、
素
材

生
産
量
は
2
，
6
0
0
立
米
か
ら
1
万

立
米
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
村
の
人
工
林
は
年
間
18
万

立
米
づ
つ
成
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
豊
富
な
資
源
量
を
武
器
と
し
て
い
く

た
め
、
素
材
生
産
量
目
標
を
、
当
面
は

３
万
立
米
と
定
め
、
各
種
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　低コスト林業の実現に不可欠な路網整備についても、急峻な地形に対
応した独自の道づくりを研究し、実践しています。 
　十津川村は、急峻で降水量の多い地域であることから、「災害に強い路
網」が必要です。加えて、奥山という地理的不利を克服していくために、

「運送の効率性」にも配慮する必要があるため、大型トラック・重機が安
全に走行可能な３ｍ～3.5ｍの作業道をモデル整備し、低コスト生産・運
送システムの確立を進めています。
　この作業道は、従来の「木組」だけではなく、ジオテキスタイル工を用
いた「補強盛土工法」により、これまで作業道開設が困難と考えてきた団
地に安価に作業道開設を行うことができるようになりました。
　開設単価を抑えるために、補強盛土工法を必要なところにのみ集中的
に使用するなどにより、今後、このような路網整備を加速化し、「素材生
産」と「運送」の両方のコストを下げていきたいと考えています。

村の課題に対応するオーダーメイドの作業道づくり

奥山の急傾斜地における
20トン荷重に耐えられる
林業用路網開発研究

（住友林業(株)、旭化成
ジ オ テック(株)、(株)朝
日土質設計コンサルタン
ト、十津川村森林組合）

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27(見込み)
皆伐 2,665 2,030 1,630 3,438 3,809 4,000
間伐 ― 323 2,982 3,831 5,692 7,949
計 2,665 2,353 4,612 7,269 9,501 11,949

村内事業体による素材生産量の推移
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「
木
に
こ
だ
わ
る
」村
づ
く
り

水
害
か
ら
の
復
旧

　

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
段
階
に
応
じ

て「
応
急
仮
設
住
宅
30
戸
」、「
復
興
モ
デ
ル
住
宅
2
棟
」、「
復

興
公
営
住
宅
14
棟
」を
全
て
木
造
で
建
設
。

　

特
に
仮
設
住
宅
は
、
村
の
木
材
で
、
村
の
大
工
が
建
設
。

断
熱
性
に
も
配
慮
し
、
住
ま
わ
れ
た
被
災
者
の
皆
様
に
も「
暖

か
く
て
素
晴
ら
し
い
」と
大
変
喜
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
被
災
者
の
定
住
住
宅
も
木
造
に
こ
だ
わ
り
、
既
存
の
集

落
の
中
に
溶
け
込
む
よ
う
景
観
に
も
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

最
高
の
教
育
環
境
を

　

少
子
化
に
よ
り
、
平
成
24
年
に
、
村
内
の
中

学
校
４
校
を
１
校
に
統
合
し
建
設
し
ま
し
た
。

更
に
、
平
成
29
年
に
は
、
村
南
部
の
小
学
校
３

校
を
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
木

造
の
新
校
舎
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
校
舎
の
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
設
計

書
に
村
産
認
証
材
の
証
明
書
の
添
付
を
明
記
す

る
事
と
し
、
学
校
統
合
に
よ
り
、
村
内
全
域
か

ら
バ
ス
で
通
学
し
て
く
る
健
気
な
子
ど
も
達
に

「
最
高
の
教
育
環
境
を
」と
の
思
い
で
村
産
材
に

よ
る
木
造
校
舎
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
木
材
で
建
て
た
校
舎
は
、
単
な
る

校
舎
で
は
な
く
、「
木
材
」と
い
う
素
材
を
通

し
て
、「
自
然
へ
の
感
謝
」、「
先
人
へ
感
謝
」、

「
歴
史
を
大
事
に
す
る
」心
を
育
み
、
ひ
い
て
は

「
地
球
環
境
」を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

応急仮設住宅

復興公営住宅

村立十津川中学校（H24.4開校）

村立十津川第二小学校（H29.4開校予定） 村立十津川中学校を御視察される森山農林水産大臣
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　 遡 る こ と127年 前 の 明 治22年
（1889年）、十津川村は豪雨に襲わ
れ、村の4分の1の610戸が被害を受
け、168人が死亡、約3,000人が家屋
や田畑を失うという壊滅的な被害を
受けました。新たな生活地を求めて
600戸、2,489人が北海道への移住を
決断。8月に罹災してから、10月に十
津川村を出発。神戸より船で向かい、
北海道に到着したのは11月。今の新
十津川町に移り住み、不屈の取り組
みにより、現在の道内有数の米どこ
ろに発展しました。
　北海道の新十津川町では、奈良県
の十津川村のことを「母村」と呼んで
います。

　このことは、先祖代々語り継がれ、菱十字のマークの町章、村章も同じ。
　役場職員、青年団、小・中学生、剣道交流など相互交流が盛んに続いてい
ます。

「母」と「子」の町村 ～「十津川村（奈良県）」と「新十津川町（北海道）」～

新十津川町で赤ちゃんへ
ヒノキの椅子を
　新十津川町では、今年度か
らお子さんの誕生記念に母村・
十津川村産ヒノキを使用した
組み立て式キッズチェアの贈
呈事業がスタートしました。
　赤ちゃんの名前と誕生日が
刻まれた椅子を、両親が組み
立てるという素敵なストーリ
ーです。

「
吊
り
橋
」を
作
っ
た　
　
　

谷
瀬
集
落
の
活
性
化

生
活
道
日
本
一
の「
谷
瀬
の
吊
り
橋
」

　

十
津
川
村
を
代
表
す
る
観
光
名
所「
谷
瀬
の
吊
り
橋
」は
も

と
も
と
は
生
活
用
の
た
め
の
吊
り
橋
と
し
て
か
け
ら
れ
た
も

の
で
、
生
活
用
と
し
て
日
本
一
の
長
さ
で
す
。

　
「
谷
瀬
」集
落
の
住
民
は
、
洪
水
の
た
び
に
流
さ
れ
て
い
た

丸
木
橋
に
替
え
て
、
集
落
の
一
戸
一
戸
が
負
担
し
、
昭
和
29

年
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

年
間
、
15
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

「
自
主
・
自
立
」の
集
落
活
性
化

　

吊
り
橋
を
つ
く
っ
た「
谷
瀬
集
落
」は
、
国
道
側
か
ら
吊
り

橋
を
渡
っ
た「
対
岸
」に
あ
る
た
め
、
観
光
客
が
集
落
の
中
に

入
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
戻
っ
て
し
ま
う
た
め
、
集
落
の

活
性
化
に
繋
が
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、「
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
行
動
す
る
暮
ら
し
」を

目
指
し
、
集
落
の
暮
ら
し
を
村
外
へ
発
信
し
、
来
訪
者
を
受

け
入
れ
る
方
向
へ
意
識
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
自
主
自
立
の
精
神
」が
培
わ
れ
た
谷
瀬
集
落
で
は
、
方
針

が
決
ま
っ
た
後
は
、「
ゆ
っ
く
り
散
歩
道
」の
整
備
、「
水
車
」

の
整
備
、「
空
き
家
を
つ
か
っ
た
カ
フ
ェ
」の
オ
ー
プ
ン
な
ど

を
、
矢
継
ぎ
早
に
実
行
。
保
健
所
へ
の
相
談
等
に
も
、
集
落

自
ら
が
動
い
て
い
ま
す
。

　

奈
良
女
子
大
学
、
奈
良
県
立
大
学
の
協
力
も
あ
り
、
若
者

が
多
く
集
落
に
入
る
こ
と
が
相
乗
効

果
と
な
り
、
集
落
が
活
気
づ
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
に
は
、
村
内
外
か
ら
移

住
・
定
住
を
７
世
帯
８
名
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

谷瀬の吊り橋（長さ297メートル高さ54メートル）

8

特集 special edition



温泉で地方創生！
～元祖「源泉かけ流し」の村～

　十津川村には、湯泉地（とうせんじ）温泉・十
津川温泉・上湯（かみゆ）温泉と それぞれ泉質の
異なった、3つの良質高温泉が湧いています。 こ
れらの3つの温泉は「十津川温泉郷」と呼ばれ環境
省指定「国民保養温泉地」に選定されています。
　平成16年6月に、日本初の「源泉かけ流し宣
言」を行い、十津川村内の温泉宿泊施設は、全て
源泉かけ流し温泉です。

　～「湯がよい」という噂を科学する～
　泉質がよいと言われてきた村の温泉は、果た
して医学的、科学的にはどのような効用がある
のか。その効用を医学的、科学的に実証するた
め、今年度、「３泊４日プチ湯治モニター」と「３
ヶ月通いモニター」を募集し、湯治を開始する前
後で、検温、血圧、採血、唾液・皮膚の酸化還
元電位、皮膚の水分量など、“予防医学”として
の効果の検証を行いました。

～抗酸化能を高めることを実証～
　その結果、十津川温泉郷は、老化や生活習慣
病の原因とされる活性酸素を除去、抑制し、 細胞
のサビを取る、“還元作用”に優れた温泉であり、
また野菜、果物等の摂取により得られる疾病に
打ち克つ抗酸化能(力)が非常に“効果的”に高まる
ことが科学的に実証されました。
　“療養温泉地“としての十津川温泉郷の更なる
可能性が膨らみました。

昴の郷温泉保養館「星の湯」

「
林
業
立
村
」の
先
進
地
に
学
ぶ

先
進
地
の
哲
学
を
学
ぶ
勉
強
会

　

水
害
を
契
機
と
し
て
、
林
業
の
再
生
に
取
り
組
み
始
め
た

十
津
川
村
で
は
、
そ
の
思
想
・
哲
学
、
村
民
と
の
合
意
形
成
、

取
組
の
方
向
な
ど
、
前
に
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
、
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
先
進
地
で
あ
る
、
根
羽
村
森
林
組
合（
長
野
県
）、
豊
田

市（
愛
知
県
）、
諸
塚
村（
宮
崎
県
）か
ら
、
講
師
を
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
役
場
と
森
林
組
合
職
員
向
け
の
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
十
津
川
村
か
ら
伺
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
、
よ
り
多
く
の
村
内
関
係
者
の
思
索
の
一
助
と
す

る
た
め
、
無
理
を
お
願
い
し
て
こ
の
よ
う
な
形
で
開
催
し
ま

し
た
。
毎
回
、
20
名
を
超
え
る
参
加
で
、
各
自
治
体
が
、
知

恵
を
絞
り
、
ま
た
、
確
固
た
る
哲
学
を
持
っ
て
、
林
業
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
る
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

林
業
立
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

昨
年
11
月
に
は
、
村
民
、
林
業
事
業
体
な
ど
、
よ
り
多
く

の
方
に
、
こ
の
よ
う
な
山
村
の
取
組
を
発
信
す
る
た
め
、「
林

業
・
木
材
産
業
に
よ
る
地
方
創
生
を
目
指
し
て
」と
題
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

　

林
野
庁 

小
坂
業
務
課
長
、
下
川
町 

三
条
森
林
総
合
産
業

推
進
課
長
、
根
羽
村
森
林
組
合　

今
村
参
事
、
諸
塚
村　

矢

房
企
画
課
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
村
内
外
か
ら
１
６
０
名

を
超
え
る
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
津
川
村
の
よ
う
な
、「
秘
境
」と
も
言
わ
れ
る
山
村
で
、

「
林
業
立
村
」を
掲
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
同
じ
思

い
の
自
治
体
と
血
縁
関
係
を
結
べ
た
こ
と
は
、
大
変
意
味
の

あ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
駆
け
出

し
の
林
業
再
生
を
目

指
す
山
村
で
す
が
、

村
一
丸
と
な
っ
て
、

「
十
津
川
」の
歴
史
に

恥
じ
な
い
村
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

温泉の効用を存分に堪能するには…
一　「源泉かけ流し」がマスト
一　湯上がりのシャワーは控える
　　※せっかくの温泉成分を流してしまう

一　残念ながら冷えたビールはNG
　　※温熱効果が半減してしまう
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